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「目に青葉、山ほととぎす、初かつお」の名句のとおり、5 月のさわやかな季節になり

ました。会員の皆様、お元気でいらっしゃいますか。健康診断や保健室来室者の対応でお

忙しいことと思います。ときには、自分自身もいたわりたいものですね。 

私たち役員は仕事内容も尐し理解できるようになりました。この歴史ある「山口県養護

教諭会」を温め、発展し、飛躍していきたいと願っています。会員の皆様のご理解とご協

力をお願いいたします。微力ですが、がんばっていきたいと思っています。 

今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

平成 19・20年度役員    

会 長 伊藤  敏子 (山口市立 潟上中学校) 

副会長 田中  菊代 (山口県立防府高等学校)    

副会長 刀祢田喜世江 (下関市立 粟野小学校) 

会 計 藤本  恵子 (岩国市立 玖珂小学校) 

幹 事 平井 妃富美 (山口県立山口高等学校) 

幹 事 鷲﨑  圭子 (山口県立西京高等学校) 

 

 

新採の 8名の方が私たちの仲間に入られました。難関を突破され、着任「おめでとうご

ざいます。」会員は優秀で若い仲間が増えて、喜んでいます。わからないことや悩みがあ

ったら、近くの先輩にお尋ねください。からだに気をつけてがんばってください。 

今年度の研修テーマと活動 

社会の変化にともなって、子どもたちを取り巻く新たな健康課題が続出しています。養

護教諭の前身が配置されて、今年度で１０３年目になります。 

養護教諭は子どもたちの心とからだの健康管理や危機管理を含めた指導する教育職員

であり、中央教育審議会でも学校保健の中核的な役割や専門性を生かした活動に期待され

ています。学校内の連携、保護者、地域及び他職種との連携を行いながら、山口県の教育

団体として十分な役割を果たしたいと思います。 

研修テーマ 

～ 子どものニーズに応じた養護教諭の役割を考える ～ 

１．目的 養護教諭の資質向上を図り、学校保健の推進に寄与する。  

２．活動方針 

(1)調査研究活動の充実に努める  

(2)研修活動の充実に努める  

(3)養護教諭にかかわる諸問題の改善に努める 

(4)HPの立ち上げと構成、充実に努める 



柳井支部         第 35回柳井市学校保健会の取組について 

柳井市学校保健会の研修は全体とブロック研修で構成されています。毎年１回「柳井市校健

康フォーラム」が学校保健会や教育委員会の主催で行われています。子どもたちの健やかな成

長を願って、家庭や地域・学校・医師・薬剤師などがどのよう

なことに留意し、共有し、連携していけばよいかを考えるため

のものです。 
今年度で３５回目を迎えました。学校医、医療従事者・保護

者・教職員・地域の方々が参加されます。今年度は中央ブロッ

クが、「自己健康管理能力を高めるための保健指導のあり方～基

本的な生活習慣の定着をめざして～」をテーマに、各校の取組

や成果と課題などについて発表しました。ブロック研修では、 

同じ地域の養護教諭間で共通課題を見つけることができ、小学校から中学校への連携や高校で

の実態把握やその対応についての共通理解をしています。今後もこの研修会を大切にし、継続

し発展するために励んでいきたいと思います。 
 

 

 

 

宇部支部 

宇部市の養護教諭の仲間の研修サークルの「こすもすの会」を紹介します。１９８５年

3 月、4 人でスタートした、この会も２０周年になり、その記念に「二十歳」のお祝いを

しました。会員は宇部市内、市外の小・中・高校３２人です。毎月の第三土曜日、１２時

３０分から活動しています。研修内容は、講師による講演会、さまざまな研究課題を見つ

けて、研修会、指導資料づくり、夏休みを利用し、専門機関の訪問、また、太極拳やクリ

スマスリースづくりなど、趣味の企画やお楽しみ会など、盛りだくさんのユニークな集い

や活動をしていることが自慢です。 

養護教諭が日常の問題や悩みをうち明けながら「困っ 

た感」を共有し、知恵を出し合い、情報を交換し、学び 

を深めています。優しく、しなやかに風に揺れながら、 

しかも大地に根付いている、そんな「こすもす」の花の 

ような研修会サークルです。 

あなたも「こすもす」の一輪になって、仲間の輪を広 

げてみませんか・・・？ 

【こすもす畑にて二十歳のお祝い】 

 

 


